
記者発表 
 

 

日揮㈱技術研究所第１研究棟ＢＳＦ装置における火災について（速報） 
 

 

平成１９年７月２３日 

生活環境部原子力安全対策課 

 

１ 発生日時 

   平成１９年７月２３日（月） １３時２分 

 

２ 発生場所 

   日揮株式会社 技術研究所 第１研究棟※(管理区域外) 

    ※ 当該施設においては，放射性物質は使用していない 

 

３ 状況 

(１) 本日１３時２分頃，第１研究棟パイロット室 ＢＳＦ※装置のヒーターの加熱

により周辺のアルミブロックが溶融し，電線のビニールに着火した。 

事業所職員による初期消火により，延焼を防止した。 

大洗消防本部により，１３時３５分，鎮火が確認された。 

※ 加工廃材，間伐材，林地残材，ダム流木や建設廃材などの木質系バイオマス原料を

ＨＷＤ（熱水乾燥）処理して炭化物とし，さらにスラリー化して燃料（ＢＳＦ）を製

造する一貫プロセス。 

 (２) 放射性物質の漏えい； なし 

 (３) 環境への影響   ； なし 

 (４) 人の汚染･被ばく  ； なし 

 (５) 人体への障害   ； なし 

 (５) 原因       ； 調査中 

 

別添 【資料１】日揮株式会社技術研究所配置図 

   【資料２】バイオマススラリー燃料（ＢＳＦ）製造プロセス 

 

 ※ 本件については，後刻，日揮株式会社により記者発表が行われる予定 

 

                                         問合せ先 ； 原子力安全対策課 

                                              担当 ； 佐藤，江幡 

                       内線 ； ２９１７ 






